
地域の特色を活かしたキャリア教育
（3Dプリンタの活用）

平成２８年度 中間報告

教育委員会事務局教育政策課 西淀川区教育担当
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１． 児童生徒向け
３Ｄプリンタ体験学習会等

ものづくりまつり 平成２８年８月２１日（日）

協力企業 ： ㈱ムトーエンジニアリング
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①体験学習会
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［内容］
・簡単な講義
・サンプル紹介
・簡単な製作（一筆書き）体験
（１個あたり10分程度で出力）

参加人数：３６名（１８名×２回） 応募者数 １回目：１８名 ２回目：８７名（抽選実施）



②何ができるかなクイズ（出力過程の見学）
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［内容］
・２時間程でできる大きさの「ウサギ」を出力
出力段階で何ができるか当ててもらうクイズを出題

正解者には

３Ｄプリンタで出力
した物をプレゼント

参加人数：２５名



③サンプル展示、質疑応答、チラシの配布（随時）
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•子ども、大人問わず多数来場
質問例）Ｑ：可動式の物も一度にプリンティングできるか。

Ａ：機種によるが可能である。

Ｑ：私立小学校ではプログラミング教育を実施しているところがあるが、公立はどうか。
Ａ：現行はまだであるが、今後取り組みを進めていく。



○アンケート結果

•もっとも楽しかったもの：１８項目中第３位
子ども用

アンケート

•興味のあったもの、よかったもの：２１項目中第１位
大人用

アンケート

• ３Ｄプリンタのすごいやつがしたい。３Ｄプリンタを作りたい。
• ３Ｄプリンタで自分の好きなものを作りたかった。自由意見
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２． 教職員対象事業所見学会

第１回：平成２８年 ８月２９日（月）
協力企業：リコージャパン㈱

第２回：平成２８年１０月１７日（月）
協力企業：武藤工業㈱
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【第１回】協力企業：リコージャパン株式会社

• 日時：平成２８年８月２９日（月） １５：００～１７：１５

• 場所：リコー株式会社 池田事業所

• 参加者：１８名
（小学校４名、中学校６名、教育会議議長１名、区役所職員７名）

・天候：大雨・・・にもかかわらず、参加者予定者全員が参加
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①セミナー（約１時間１０分）

• ３Ｄプリンタの現状
世界各国の教育現場での導入状況

活用事例の紹介など

• 「柔らかい発想ができる児童生徒の
段階で慣れ親しむことが必要」

• 「文部科学省や経済産業省からの
相談も受けている」といった話が
あった
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②３Ｄプリンタで出力した物の見学及び質疑応答（４５分）

• 解説付きで実際に手に触れ
ることができ、参加者全員
がとても興味深く見学してい
ました。

• 質問も続々！
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• 高価な機械で出力した物から安価な機械で出力
した物まで

• 金属、石膏、ゴムなど材料も様々
• 組立不用の可動式の物もあり、参加者からは驚
きの声が上がりました。

当日は、
高さ２㎝の物を
１５分程で出力。
中は螺旋階段！



○アンケート結果

• 「大変参考になった」・・・参加者全員セミナー全般

•教育に３Ｄプリンタという発想はなかったが、より学びたいと思った。
•普段知りえないことがたくさんあった。
•必要度等が理解できても、学校現場で何をしたらよいのかが具体的に見えてこない。

全体意見

• コスト面の不安、継続的なメンテナンスの必要性
•指導法の提示の必要性
•プログラミングとのつながりがイメージできない。

課題と

感じる点
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【第２回】協力企業：武藤工業株式会社

•日時：平成２８年１０月１７日（月） １５：００～１７：１５

•場所：武藤工業株式会社 関西営業所

•参加者：６名
（小学校１名、中学校１名、区役所職員４名）
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①セミナー（約４０分）

• ３Ｄプリンタの種類、材料
ＣＡＤソフトの紹介など

• 「プログラミングやＣＡＤ等を子ども
たちにどう教えるかが重要」

•座標などで空間認識を養うことがで
きる。
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②３Ｄプリンタで出力した物の見学及び質疑応答（５０分）

• 複雑な構造物については、補助
材で支えながら作成し、最後に取
り除くことを説明してもらいました。

• 実際にパソコンで簡単な操作を見
せてもらい、質問が続々！

14

• 高価な機械から安価な機械まで設置
作成時間は変わらないが、出来上がりの質が違うと
のこと

• 金属、石膏、ゴムなど材料も様々



○アンケート結果

• 「大変参考になった」・・・参加者全員セミナー全般

• ３Ｄプリンタの材料がいろいろあることを初めて知った。
• ＣＡＤの重要性や使い方を少し知ることができてよかった。
• 水に溶けるサポート材が印象的だった。

全体意見

• 予算と設置する環境が課題
課題と

感じる点
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今後の展開（平成２８年度）
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１～２月
• ３Ｄプリンタの購入

１～２月

•教育分野での活用についての研究会の立ち上げ
（３Ｄプリンタ購入後）

２月以降
•希望校への貸し出し（研究会メンバー優先）


